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1 大学院経済学研究科公民連携専攻長兼 PPP 研究センター長 
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4 埼玉県和光市を対象にした地方創生プロジェクトを実施することを目的に、東洋大学経済学部総合政策
学科 3 年生（当時）のゼミ生有志により研究チームを構成した。構成メンバーは、飯嶋 一輝、青野 日菜















図表 1 アセットマッピング手法の使い方 
 
出典 1 和光市プロジェクト 2020資料 
 






                                                     








































































① 市民参加を促進するための手法である AMを活用する。 
② 20 年度は和光市における社会実験として位置付け、実験に参加する市民チームの組成
に協力していただきたい。（公募は行わない） 








































図表 3 てくてく探検隊チームの発表した AM（一部） 
出典 和光市プロジェクト発表資料[4] 


































































 AMの成果を発表し共有するためのオンライン市民ワークショップ（OM）を 2020 年 12月
17日に開催した。使用した web会議ソフトは Zoomである。担当した教員、学生がもっと
も使い慣れていることに加えて、参加者の普及度も高いと想定したためである。 














                                                     
9 株式会社レスポンが開発したリアルタイム・アンケート・ソフトウエア。https://respon.jp/ 























































図表 6 OM出席者の感想（自由回答） 
・進行がスムーズだった、テンポがよかった。  
・素晴らしい人が多かった。 












図表 5 DPの事例（迷惑施設立地・歓迎施設廃止への反対の程度を問うアンケート） 
出典 筆者作成（2020年 10月実施の自治体研修） 
〇次のうちあなたが最も困ると思うもの一つを選んでください。












































































 まず、AM に関しては以下の通りである。 






























以上の通り、二つの目的と位置づけを有する点が AMの特徴である。第 1と第 2の位置づ
けの違いは明確に認識して使い分ける必要があろう。 
 
図表 8 AMの目的と市民の参加形態 


















2008 年度以降 web 会議による遠隔教育を導入しており、年々機能が向上していることは実
感していたが、市民ワークショップに使用するには、広く地域社会に浸透している必要があ
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